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＜連絡事項＞
・7/4～夏場は、救急対応用のアンヒバ坐薬を北病棟冷蔵庫にて保管します。
・ストレスチェックの案内詳細が個人にＷＩＺメールで配信されています。期間内での実施をお願いします。
実施期間：2022年7月5日(火)　～　2022年7月31日(日)
・千葉学園実習3グループ目が、7/5から開始予定でしたが、発熱者がいる為1週間延期し、7/12から2週間　病棟のみでの実習となります。
＜患者様　週間予定＞
7/4（月）　三浦　みよ子様　9：00～15：00青山荘体験利用
7/5（火）　三浦　みよ子様　10：00～12：00外出（家族付き添い、バス券更新）
　　　　　 赤間　健太様　　14：30～デイケア（青陽館）見学

　　　　　 藤村　翔様　　　16：00～担当者ケア会議
7/6（水）　坂本　福子様　　8：45～9：15　銀行外出
7/8（金）　長谷川　陽一様　9：00～16：00　皮膚科受診
　　　　　 藤村　翔様　　　15：00　モニター面会

＜患者様連絡事項＞
・森　ひで様～船場Drから臨時薬1週間分で処方。

・小笠原　文人様～現在病状落ち着いている為、暫くは自己洗濯で継続していきます。スタッフが代行して行わなくてはいけない場合には、業者洗濯へ移行していきます。
・池田　康憲様～昨日自宅の様子をみる為外出していますが、自宅のドアが建付け不良により開ける事が出来ず、自宅の様子をみる事は出来ず帰院。妹様とは連絡をとり、多飲を進めている事を説明。退院に向けて7/6　15：30～面談予定としています。
本日妹様から電話があり、妹様の子供がコロナ陽性の為7/6の面談は実施出来ないとの事。待機日程後の都合が付く日を連絡頂く事としている。
・寺地　光幸様～昨日外泊から帰院。妻様よりスタッフに話しがあるとの事で、妻様も精神的に参っている様子伺え、目には涙を貯めている。希死的言動こそなかったが、入院前とあまり変わりがなく自宅では寝てばかりおり、自身（妻様当院患者様 主治医 田名部Dr）も精神的にきつかった頃を思い出してしまい、本人へ色々言ってしまったと。また、本人が今後、仕事をどうしていいか迷っており、前の職場に声を掛けて貰えているが、何にも出来ない状態と。借金を抱えており、少しでも働いて欲しい。また、「自宅に居ると近所などの周囲の目もあるし…」と障害者枠や就労継続支援等について、主治医やSWに相談したいと希望あり。現在の自身の状態や本人の状態から、次回の外泊訓練については考えられないと。

現在週5で就労しており、主治医との面談は土曜日を希望。SWも入って欲しいと。面談調整後連絡する事お伝えするが、折り返しは20時以降になるとの事。
・藤村　翔様～使用方法について担当スタッフと話し合う。携帯電話使用方法について本人の考え方を聞くと、「別にいつでも…」と話す。電話の相手の立場については考えていないという。本人へ使用回数を決めるよう促すと、極端に「1日1回」と話される。多少の使用回数の変動があったとしても、1回の使用時間は5分程度で、かける相手は主に両親、夜間の使用は緊急時以外控えると決まる。
＜要注目患者様＞
・滝田　英人様～活気のなさ見られているが、食事やプログラムには拒否なく応じる。独語や、空笑は目立たず。今朝、起床時に左肘に擦過傷が出来ていた事を気にする発言あり、「いつの間にか出来ていた」と話す。

・泉山　紀子様～昨日の夕食後薬の状況を振り返る。他者との関係性について指摘を受けた結果不機嫌となり、服薬時にも拒否的な様子が見られていた事を確認。「それは、薬の時に足が痙攣し始めて、調子が悪いから休んでいただけです」と訴える。自身の調子を伝える事も必要なスキルであり、状態が悪い時こそ服薬は必要である事を説明。「わかりました」と話すが、振り返りの後からあからさまに不機嫌となり、久保様に対して反発行動見られ、相手とすれ違う際に足を踏む行動あり。
　　　　　　　　昼食前に再度、気分変動と他者との関係性について振り返り実施。素直に聞き入れる事が出来ており、自身の行動についても「子供っぽかった」と発言聞かれている。
＜菅野Dr診察情報＞
・長谷川　陽一様～最近は落ちついているし、夜間も眠れていると話す。食事もとれている。処方は同内容処方。
・滝田　英人様～調子は良くなってきたが、便が出づらい感じがあると話す。怒責した際には腹痛や、胃の苦しさもあり、食事は摂れない日があったと話す。胃の調子は悪いが、精神状態は良くなったと発言あり。臨時薬同内容処方し、7/13から定期処方となる。
・出河　攻様～「下の歯が割れた」と入れ歯破損を報告。7/6の定期からからセンノシド2錠除剤。手の震えは僅かにあると話すが、生活への支障なし。
・上村　みわ様～食事・水分は拒否せずに摂取するよう説明。徐々に歩行練習も行っていくよう説明している。処方は同内容継続。
・中川原　義雄様～腰痛は持続しているが、今以上に改善しないと思うと発言あり。今週から定期薬のロキソプロフェンを除剤している為、1週間様子を見てフェルビナクスチックの処方も止めていく事を説明。

夜間になると胃痛があり中途覚醒した後再入眠できないと訴えあり。今週から減薬している為、頓服使用にて様子を見ていくことを説明している。
